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第２章 地域内の環境評価

１.現況調査 

 本市の主な地域資源等をマップにして示します。各マップの内容は以下のとおりです。 

 

(１)地域資源の状況 

 代表的な地域資源を整理して、自然環境資源マップ・社会環境資源マップ・生産環境資源

マップに示します。 

 

＜自然環境資源マップ＞ 

 図２-22 に示すように、信濃川の河岸段丘及び中山間地域にかけては天然記念物等が多数

分布しています。市内には自然公園が 2 か所、自然環境保全地域と緑地環境保全地域が 1 か

所ずつ指定されています。 

 

＜社会環境資源マップ＞ 

 図２-23 に示すように、市内には広く、伝統芸能・行事、棚田や農村集落の景観、歴史的

文化財や地形などが分布しています。このほかにも特産となる農産物・伝統食や農村部の体

験施設などが存在し、自然や農村を活かしたプログラムやガイドも多数、企画・実施されて

います。地域活動については、拠点となる施設が随所にあり、地域おこし活動が行われてい

ます。 

 

＜生産環境資源マップ＞ 

図２-24 に示すように、農地の特性を活かした農産物の生産が行われており、主要農業施

設は信濃川沿いに分布し、中山間地では松代地域に立地しています。越後里山活性化特区に

認定されているほか、直売市等の情報発信も進んでおり、市内に施設が多数あります。住民

の活動組織には、農業農村や環境に関連した活動の例もあります。 

 

(２)現地調査による生き物・景観の状況 

 田んぼの生き物調査・景観調査について、現地調査を行った結果を示します。 

 

＜田んぼの生き物マップ＞ 

 図２-25 に示すように、田んぼの生き物調査では多く生物が確認されており、貴重種も確

認されています。生物によって、それぞれ生息・生育の環境が異なることから、それらの保

全には多様な環境が必要となります。 

 

＜景観現況調査マップ＞ 

図２-26 に示すように、全体的な景観の雰囲気は自然、特に地形によって左右され、その

場所で営まれている人の生活様式によっても変わってきます。環境の大きな構成要素でもあ

る景観についても、注目していく必要があります。 

 

(３)ほ場整備の状況 

 農業の生産性について、ほ場整備の状況を整理したものを図２-27 に示します。 

３.地域の状況 
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第２章 地域内の環境評価

すぐれた自然マップ１／２ 
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第２章 地域内の環境評価

すぐれた自然マップ２／２ 
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第２章 地域内の環境評価

農村の伝統・文化マップ１／２ 
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第２章 地域内の環境評価

農村の伝統・文化マップ２／２ 
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第２章 地域内の環境評価

農村体験・交流マップ１／２ 
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第２章 地域内の環境評価

農村体験・交流マップ２／２ 
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第２章 地域内の環境評価

田んぼの生き物マップ１／２ 
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第２章 地域内の環境評価

田んぼの生き物マップ２／２ 


